
文芸コーナー

市政の窓

本は大切に

　図書館の本・ＤＶＤなどの資料は、皆

さんの共有の財産です。大切に扱ってく

ださい。

資料を誤って壊してしまった場合…修理

は図書館で行います。

資料を貸し出しできない状態にしてし

まった場合…ひどく壊す、ひどく汚すな

どしたときは、弁償していただきます。

資料を紛失してしまった場合…よく探し

ていただき、どうしても見つからないと

きは、同じ本を購入してもらい、返却し

ていただきます。

「本屋大賞」など受賞作品の展示
　特設コーナーでは「本屋大賞」「このミ

ステリーがすごい大賞」などの受賞作を

陳列します。貸し出しもできますので、

ぜひご覧ください。

 今月のイベント
★おはなし会
日時…毎週土曜日　14時～約30分

会場…八日市場図書館

問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

短　　

歌

小
泉　

泰
淸
推
薦

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

初
夏
を
感
じ
て

　

年
々
、
田
植
え
の
時

期
が
早
ま
り
、
４
月
中

に
は
市
内
の
水
田
は
、

ほ
ぼ
植
え
付
け
が
終
わ

る
よ
う
で
す
が
、
今
年
、

稲
作
農
家
の
皆
さ
ん
は
、

ど
の
よ
う
な
思
い
で
田
植
え

作
業
を
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
昨
年
は
、
未
曽
有
の
米

価
下
落
に
よ
り
、
農
家
は
大

幅
な
収
入
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す

る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
地

域
経
済
へ
の
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
農
業
経
営
の
安

定
を
最
優
先
課
題
に
、
地
域

農
業
振
興
対
策
の
充
実
に
つ

い
て
国
や
関
係
機
関
に
対
し

て
強
く
働
き
か
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
に
係
る
交
渉
経
過
な
ど
、
地

域
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
さ
を
増
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
農

業
経
営
に
向
け
て
、
ま
ず
は
米

価
安
定
に
最
大
限
の
努
力
を
傾

け
な
が
ら
、
苗
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

青
い
苗
を
渡
る
風
、
き
ら
め

く
水
鏡
。
田
園
風
景
が
ひ
と
き

わ
美
し
い
季
節
で
す
。
里
山
に

新
緑
が
映
え
、
大
地
に
生
命
が

躍
動
す
る
こ
の
時
期
、
各
地
区

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
催
さ
れ
、
市
は
一
段
と
活

気
を
帯
び
て
ま
い
り
ま
す
。
今

年
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を

中
心
に
、
植
木
ま
つ
り
や
木
積

地
区
の
ふ
じ
祭
、
安
久
山
の

ガ
ー
デ
ン
・
オ
ー
プ
ン
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
ほ

か
、
花
だ
よ
り
で
は
、
龍
頭
寺

の
大
フ
ジ
、
円
實
寺
の
大
ツ
ツ

ジ
、
飯
高
寺
（
飯
高
檀
林
跡
）

の
ボ
タ
ン
が
ち
ょ
う
ど
見
頃
を

迎
え
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
お

客
様
で
賑
わ
い
ま
す
。
新
緑
や

花
々
が
彩
り
を
添
え
る
魅
力
満

載
の
こ
の
期
間
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

爽
や
か
な
初
夏
の
下
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
に
は
最
適
な

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
健

康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
に
も
、

野
球
や
テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
で
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
み
て
は
い
か
が
か
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
月
17
日
に
は
、
匝

瑳
市
ほ
か
近
隣
４
市
対
抗
に
よ

る
千
葉
県
東
部
五
市
体
育
大
会

が
香
取
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
代
表
選
手
に
熱
い
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。
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図書館だより

俳　　

句

八
木　

佐
久
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推
薦

休館日…５日（火）、14日（木） 、毎週月曜日
祝日開館日…３日（日）、６日（水）
　　　　　　９時～ 17時

天
霧
ら
ふ
団
地
の
真
中
ひ
と
と
こ
ろ
ミ
モ
ザ
萌
え
咲
き
日
射
し
と
惑
ふ

 

亀　

崎　
　
　

青
木　

秀
子

花
言
葉
紅
一
点
の
寒
椿
咲
き
そ
む
一
輪
の
の
ぞ
く
紅

 

飯
倉
台　
　
　

多
部
田
佐
智
子

去
年
植
え
し
枝
垂
れ
の
桃
の
木
思
い
の
外
大
振
り
な
花
狭
庭
明
る
し

 

西
小
笹　
　
　

伊
藤　

英
子

青
虫
が
食
み
し
後
に
と
置
き
土
産
レ
ー
ス
模
様
の
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉

 

八
日
市
場
イ　

鈴
木　

和
子

炊
き
た
て
の
ご
飯
の
香
り
た
だ
よ
え
る
や
す
ら
ぐ
旅
の
朝
の
食
卓

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

春
近
し
狭
庭
の
隅
に
ふ
き
の
と
う
天
ぷ
ら
に
し
て
季
節
味
わ
う

 

堀　

川　
　
　

山
本　

伸
子

遠
き
日
の
我
慢
が
ま
ん
と
耐
え
て
来
し
今
の
幸
せ
感
謝
す
る
日
日

 

安
久
山　
　
　

木
下　

ふ
さ

春
彼
岸
お
と
な
ふ
わ
れ
を
迎
ふ
が
に
庭
の
ま
ほ
ら
に
山
茱
萸
の
咲
く

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

義
妹
の
願
か
け
呉
れ
し
干
支
揃
ひ
わ
れ
つ
つ
が
な
く
春
野
を
歩
む

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

藁
苞
に
び
っ
し
り
並
ぶ
水
戸
納
豆
精
を
出
だ
せ
と
励
ま
す
ご
と
く

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

君
子
蘭
の
つ
ぼ
み
数
ふ
る
夫
の
指
や
や
不
自
由
の
動
き
寂
し
む

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

花
冷
の
土
器
の
墨
書
や
尼
寺
の
跡 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

さ
ん
し
ゅ
ゆ

い
も
う
と
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ス ポ ー ツ 結 果

表　

彰

教
育
委
員
紹
介

あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

百
庚
申

高
野
を
歩
く

匝瑳

探訪
108

笹曽根の百庚申

　

高
野
区
（
須
賀
地
区
）
に
は
、Ｊ

Ｒ
飯
倉
駅
の
東
側
を
南
北
に
通
る

県
道
49
号
線
に
沿
っ
て
北
か
ら
笹

曽
根
、
中
高
野
、
戸
田
の
３
集
落

が
あ
り
ま
す
。

　

４
０
０
年
ほ
ど
前
に
高
野
村
が

成
立
し
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
中

期
の
１
７
０
０
年
ご
ろ
か
ら
５
人

の
旗
本
に
分
割
支
配
さ
れ
た
こ
と

な
ど
で
、
集
落
ご
と
の
ま
と
ま
り

が
強
ま
っ
た
よ
う
で
す
。「
コ
ウ

ヤ
」
の
語
源
は
、
中
世
末
か
ら
近

世
初
め
の
開
墾
地
名
と
さ
れ
、
１

７
４
０
年
ご
ろ
か
ら
同
村
と
米
倉

村
と
の
間
の
沼
地
が
干
拓
さ
れ
以

後
、
水
田
の
面
積
が
増
え
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
高
野
村
の
様
子
を

伝
え
る
古
文
書
は
残
念
な
が
ら
発

見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
寺
社
境

内
や
墓
地
、
路
傍
の
石
造
物
な
ど

か
ら
わ
ず
か
な
が
ら
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

３
集
落
に
は
明
治
の
初
め
ま
で

寺
院
が
あ
り
、
今
で
も
寺
跡
は
弘

法
大
師
堂
な
ど
や
一
部
が
墓
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
石
造
物
を
み
る

と
、
女
性
の
集
団
で
あ
る
「
十
九

夜
講
」
や
１
８
１
１
年
に
ま
つ
ら

れ
た
子
安
大
明
神
に
「
当
村
女
人

中
」、
１
８
４
６
年
の
地
蔵
尊
に

「
高
野
村　

善
女
人
中　

善
男
女

人
」
と
あ
り
、
村
を
あ
げ
て
ま

つ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

男
の
講
集
団
「
庚
申
講
」
が
建

て
た
１
７

８
２
年
の

庚
申
塔
に

は
「
戸
田

村
郷
中
」、

ま
た
笹
曽

根
の
八
坂

神
社
の
１

８
５
７
年

に
奉
納
さ

れ
た
手
洗

石
に
「
笹
曽
根
郷
」
と
刻
ま
れ
、

集
落
の
強
い
繋
が
り
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

60
日
ご
と
に
巡
っ
て
く
る
「
か

の
え
さ
る
・
庚
申
」
の
日
に
村
や

集
落
ご
と
の
集
ま
り
が
庚
申
講
で
、

講
や
個
人
が
庚
申
塔
を
造
立
し
ま

し
た
。
市
内
に
は
多
く
の
庚
申
塔

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
１

基
非
常
に
珍
し
い
「
百
庚
申
」
が

あ
り
ま
す
。

　

笹
曽
根
の
百
庚
申
は
、
現
在
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
建
つ
寛

寿
院
跡
の
敷
地
内
に
道
路
に
面
し

て
４
基
の
庚
申
塔
と
並
ん
で
あ
り

ま
す
。
高
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
自
然
石

の
表
面
に
、
日
月
雲
と
と
も
に

「
百
村　

百
庚
申
」
と
文
字
が
刻

ま
れ
、
裏
面
に
は
「
萬
延
元
庚
申

年　

願
主　

久
兵
衛
」
と
あ
り
庚

申
の
年
に
当
る
１
８
６
０
年
に
同

村
の
久
兵
衛
が
造
立
し
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

百
庚
申
は
、
よ
り
多
く
の
塔
を

建
て
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く

の
功
徳
を
得
た
い
と
い
う
人
々
の

気
持
ち
の
表
れ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

墓
地
や
道
路
改
修
な
ど
で
失
わ

れ
る
石
造
物
も
あ
る
中
、
高
野
区

で
は
40
年
前
に
調
査
し
た
も
の
が

そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

川　　

柳

鈴
木　

十
世
志 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

こ
う
し
ん

く
ど
く

少
し
づ
つ
老
い
て
華
や
ぐ
花
衣 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

紫
木
蓮
咲
い
て
佛
間
を
開
け
放
つ 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

緑
青
の
連
子
格
子
や
桜
咲
く 

八
日
市
場
ハ　

高
安
せ
い
子

初
桜
天
平
の
空
昼
の
月 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

山
吹
や
苔
あ
る
句
碑
の
夕
明
か
り 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

落
日
に
湖
畔
ま
ぶ
し
い
夕
桜 

八　

辺　
　
　

依
知
川
き
よ

晩
学
の
辞
書
の
厚
さ
や
春
愁 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

豆
の
花
も
う
は
や
寒
波
に
は
負
け
ず 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

雪
よ
け
の
雪
よ
り
も
白
き
牡
丹
咲
く 

野　

手　
　
　

佐
藤　

晃
子

紅
椿
子
猫
の
タ
マ
も
成
熟
す 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

惚
け
防
止
医
者
の
勧
め
で
詩
づ
く
り 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

鯉
の
ぼ
り
空
に
泳
が
せ
初
節
句 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

巣
立
つ
子
等
ロ
ー
カ
ル
線
で
行
く
都
会 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

露
天
風
呂
湯
気
立
つ
先
に
猿
の
群
れ 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

別
棟
の
条
件
だ
し
て
婿
決
ま
り 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
江

農
繁
期
立
っ
て
る
親
を
扱
き
使
い 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

親
離
れ
自
立
も
出
来
ぬ
子
等
が
増
え 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

御
来
光
富
士
に
神
見
る
エ
ト
ラ
ン
ゼ 

飯
倉
台　
　
　

川
島
よ
し
郎

農
機
具
の
音
も
か
ろ
や
か
春
つ
げ
る 

川　
　

辺　
　

及
川　

利
道
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